
●ハロウィン祭とは（wiki） 

ハロウィン、あるいはハロウィーン

（英: Halloween または Hallow-

e'en）とは、毎年10月31日に行わ

れる、古代ケルト人が起源と考えら

れている祭のこと。もともとは秋の

収穫を祝い、悪霊などを追い出す

宗教的な意味合いのある行事で

あったが、現代では特にアメリカ合

衆国で民間行事として定着してい

る。カボチャの中身をくりぬいて「ジャック・オー・ランタン」を作って

飾ったり、子どもたちが魔女やお化けに仮装して近くの家々を訪れて

お菓子をもらったりする風習などがある。ハロウィンに対してはキリスト

教からは容認から批判まで様々な見解がある。 

別名 All Hallows' Eve All Saints' Eve 

種類 ケルト人の伝統にルーツをもち、古代ローマおよびキリスト教か

らの影響を受ける 

日付 10月31日 行事 コスチューム・パーティ・焚火・占い 

関連祝日 サウィン祭・諸聖人の日 

カトリック教会の諸聖人の日がハロウィンに重なる形で設定されてお

り、これを「カトリック教会が（キリスト教からみて）異教の祭を取り込ん

だ」とする見方と、「カトリック教会が（キリスト教からみて）異教の祭を

潰すために設定した」とする見方がある。いずれにしてもハロウィンは

元々キリスト教の祭では無かったことが両見解の前提となっている。 

ハロウィンで仮装されるものには、アメリカでは基本的には「恐ろしい」

と思われているものが選ばれる傾向があり、たとえば幽霊・魔女・コウ

モリ・悪魔・黒猫・ゴブリン・バンシー・ゾンビなどの民間で伝承される

ものや、吸血鬼や狼男・フランケンシュタインのような欧米の怪談や

恐怖小説に登場する怪物が含まれる。 

＜プロテスタント教会では＞そもそもプロテスタントの大半には、聖人

崇敬の概念自体が存在しない。したがって、諸聖人の日を祝う習慣

も存在しないし、ハロウィンもまた教会の行事とはなっていない。プロ

テスタントにおいて、10月31日はむしろ宗教改革記念日として記憶さ

れる。ハロウィンの「危険性」が訴えられることもある。 

＜日本とハロウィン＞日本では馴染みのなかったハロウィンである

が、1990年代後半より始まった東京ディズニーランドのイベントを筆

頭として、各地でのハロウィンイベントの開催が増えたこと、さらに

2000年代後半より菓子メーカーが相次いでハロウィン商戦に参入し

たことなどを契機としながら、2010年代中盤にはソーシャル・ネット

ワーキング・サービス（SNS）の普及にも後押しされて市場規模が拡

大。同時期、店頭・街中でのハロウィン装飾が見られるようになったほ

か、仮装・コスプレのイベントとして日本式にアレンジされたハロウィン

が行われている。クリスマスなどと同様に、日本で行われるハロウィン

の催しには宗教的色彩はより薄い。 

●ハロウィンはバアル崇拝である 

ハロウィーンは毎年10月31日に行われる祭りで、前記wiki文章でも理

解の通り、日本でもディズニーやUSJをはじめコマーシャリズムや商業

主義に乗せられて急速に広まりつつあります。勿論、聖書の祭りでは

ありません。 

①物事の善悪は「起源」を知れば理解できる。 

ハロウィーンの起源は約2000年前の古代ケルト人の祭りという異教信

仰です。「秋の収穫祭」とは言いますが、自然界と超自然界の垣根が

取り払われるという魔術的な信仰を含みます。つまり、死者との交流、

悪霊の追い出し、魔女・・などとても勧められません。 

上記聖書ゲマトリア分析では、ハロウィンはバアル（礼拝）と明確に

666評価をしている（666は神による否定を表す。#121等参照）。バア

ルとは聖書で言う偶像礼拝の代表的神（悪魔・悪霊）である。 

➁ハロウィーンは現代のバビロン＝アメリカで広まったもの 

現代アメリカは「代表的キリスト教国」と表面上は言われ、ハロウィンは

その国で急速に定着した祭りである。変装して家々を訪ね、キャン

ディをもらうなどの「楽しい体験」が売りなのだが、そこが悪霊の国アメ

リカの落とし穴なのだ。 

 

上記の通り、アメリカは「反キリスト」の国であり「現代のバビロン国」な

のである。バビロンとは新バビロニアの王ネブカドネザル2世により、

ユダ王国のユダヤ人たちが捕虜として連行され、移住させられた国

のことで、聖書黙示録で終末にバビロン国は復活するとされている。

まさしくアメリカは復活バビロン国であり、アメリカに服従しないことが

黙示録の忠言なのだ。 

●まとめ 

私は何度もハロウィンを聖書暗号の技法で、秘められた意味を解析

しようとしたが、今のところは成功していない。 

しかし、聖書の秘められた意味解析の手法は三つあり、一つは「喩え

解釈」、二つ目は「聖書暗号分析」、三つ目に「聖書ゲマトリア分析」

である。 

この三つの手法は「三位一体」と言ってよく、三つのうちの一つで必

ず意味を教えてくれると私は確信している。 

今回は、聖書暗号で手に負えなかったハロウィンをゲマトリアが見事

に立証してくれた（#92”ゲマトリアは喩え解釈の達人“参照）。 

絶対にハロウィンに深入りしてはいけない。それは悪霊の世界であ

る。死者との交信や危険な瞑想、ニューエイジの罠に捕まり、帰れな

くなる。それが「現代の霊的バビロン捕囚」の一角であり、真に黙示

録が警告するものの一つだ。 
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＃133：ハロウィンはバアル崇拝であり、霊的バ

ビロン捕囚に結びつく。 

ハロウィンはバアル 

反キリスト 

アメリカはバビロン 


